
2010/01/07 第 17 回委員会 

配付資料-5  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パワーポイント資料 
 

 

 

 

 

 

 

  



２１年度活動報告
ＮＰＯ法人印旛野菜いかだの会

組立て式軽量アルミ製いかだに空芯菜（野菜）・ハーブ等
の水耕栽培と二枚貝（池蝶貝ー淡水真珠）で水質浄化！

昔 印旛沼 今

昭和35年頃の泳げた北沼と西沼は、多くの浅瀬があって
水生生物の育む恵みの沼でした。

新田開発で、閉鎖性湖沼となり、水生生物の育む浅瀬を
失い、生物多様性による自然浄化機能（生物浄化システ
ム）を失った。

アオコ（藍藻類）の発生

水面はみどり色で犯されている。

毎年夏になると発生する（植物プランクトン）

毒性が強い・発ガン性物質を含む

生態系を破壊する

印旛野菜いかだの会
平成１２年５月発足

環境に優しい「植栽いかだ」

空芯菜（野菜）・ハーブ等による水耕栽培

空芯菜・ハーブ等の植物は、窒素・燐を吸収して、
アオコ（藍藻類）の異常発生を抑制する。

魚類の育む水環境を再生する。

野菜いかだの水辺に多様な
動物プランクトンが繁殖
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野菜いかだの水辺に集まる生き物

タイリクバラタナゴ ・オオヨシゴイ・カワセミ

・ツチフキ・ヨシノボリ ・カモの親子・川鵜・白鷺・

・ヌカエビ・スジエビ等 ・バン等

池蝶貝（淡水真珠）とマシジミ導入

二枚貝は、濁りの現因の浮遊有機物質（微細粒

子）を吸収し、透視度（透明度）を高め、太陽光を沼

底にとどかせて光合成の働きで、水生植物の繁殖を
促せる。

水槽実験：二枚貝（池蝶貝・マシジミ）は、
濁った水を一日で、透明にした

生物浄化システムの仕組み

植物（空芯菜・ハーブ）は、窒素・燐を吸収し、アオ

コ（藍藻類）の発生を抑制して、水辺には、多くの

水生生物を繁殖させる。

・二枚貝（池蝶貝・マシジミ）は、汚れの原因の有機物

質を吸収し、透視度（透明度）を高める。

生物浄化システムの仕組み

植物（空芯菜・ハーブ）と二枚貝（池蝶貝・マシジ
ミ）の組み合せで、太陽光が沼底にとどき、光合
成の働きで水生植物・水生動物の繁殖を促
せる。

「植栽いかだ」の水辺に沈水植物繁殖

エビ藻とマツ藻が繁殖し、魚類の育む水環境が再

生されている。
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池蝶貝から淡水真珠が育つ！ 水質検査

野菜いかだの会検査班が毎月１回

水質データー

企業１日体験環境学習５月
新入社員１１名
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体験環境学習
夏休み親子釣り大会７月２５名

小学４年生体験環境学習７月３７名

小学４年生体験環境学習9月３７名 印旛沼一斉清掃と秋祭りin佐倉
平成２１年１０月３１日（日）

環境に優しい「植栽いかだ」による水質浄化
他県での取組み紹介
宮城県長沼２００１年

環境に優しい「植栽いかだ」による水質浄化
他県での取組み紹介

宮崎県上椎葉ダム・岩瀬ダム２００５年
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東京都小笠原の母島乳房ダムに「植栽いかだ」採用される。
大型のアルミ製いかだ３０セット

浄化活動が始った。
２００９年１月

ハノイ（ベトナム）のタンコン湖に「植栽いかだ」
１０基浮かび浄化活動始動！

２００９年３月

埼玉県旧芝川の浄化に「植栽いかだ」
３５基が採用され、浄化活動始動！

２００９年１１月（水）朝日橋水路に７基浮かぶ

埼玉県旧芝川の浄化に「植栽いかだ」
３５基が採用され、浄化活動始動！

２１年１２月１６日（水）五右衛門橋水路に８基浮かぶ

埼玉県旧芝川の浄化に「植栽いかだ」
川口市民説明会と苗植え １２月２０日（日）

朝日橋水路と五右衛門橋水路

美観を考慮した花いかだ開発
花菖蒲とミソハギ
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NPO法人
印旛野菜いかだの会

活動報告終り
ご清聴有難う御座います。
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平成22年1月

環境局環境保全部環境保全推進課

１ 生活排水処理形態別人口
（推計値）

１

２

２ 水質の経年変化（BOD）

３ 河川流量の経年変化

鹿島川水系（ 部分）

※平成２２年度の値は千葉市生活排水対策推進計画（平成
12年度策定）による推計。
※平成１５年度から、推計値の算出方法の変更を行った。
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平成

行政人口 ：947,832人
印旛沼流域内人口 ： 43,716人（4.6％）

鹿島川上流

鹿島川下流

下大和田町1146番地地先

平川橋

下泉橋

公共下水道（市街化区域）

公共下水道（市街化調整区域）

農業集落排水処理区域

合併処理浄化槽

両岸コンクリート構造物

水質等評価地点

水系界

水域界

平川橋

下泉橋

下大和田橋

メダカ（鹿島川上流・下流）

スジエビ（鹿島川上流）） 【重要保護生
物 : 千葉市】

【絶滅危惧Ⅱ類 ：環境省、最重要保護生
物：千葉市】

多自然川づくり

４ 物理環境

【絶滅危惧Ⅱ類：環境省、最重要保
護生物:千葉市】

スナヤツメ（鹿島川下流）

ホトケドジョウ（鹿島川上流）

【絶滅危惧ⅠB類：環境省、最重要保
護生物：千葉市】

行動名「湧水の調査」

目的

湧水の現状を把握し、湧水に係る情報をホーム

ページで市民に提供することにより、市民に広く

湧水をとりまく環境の重要性を認識させる

「湧水の調査」

行動実施期間 行動参加者 行動概要

18年度 平成18年10月～
平成19年2月

市民団体、
学識経験者、
行政

鹿島川流域においては、38
か所について実態調査

19年度 平成19年10月～
平成20年2月

市民団体、
行政

6か所について水量・水質

調査

20年度 平成20年8～3月 市民団体、
行政

6か所について水量・水質

詳細調査

◆行動場所 千葉市若葉区中野町他（鹿島川流域）

種苗池

如来寺枝谷津

大井戸町

姫池

中野町谷津

千城台駅
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種苗池 如来寺枝谷津１

大井戸町姫池 中野町

如来寺枝谷津２

保全すべき象徴となる湧水 ⇒ ？

地下水採取の規制指導

雨水浸透施設整備

森林緑地の保全

谷津田の保全

かん養面積の
増加に資する

関連施策の推進

平成２１年度以降は・・・
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1

佐 倉 市

市町村みためし

土木部下水道課 豊田和正

行 動 名「雨水浸透桝の普及について」

2

佐倉市の概要

佐倉市は印旛沼に流入する河川の最下流に位置し、河川
の氾濫などによる浸水被害が度々発生し、現在、千葉県に
より鹿島川、高崎川の河川改修事業が進められています。

佐倉市

面積 ： １０３．５９平方キロメートル
人口 ： １７５，６０１人（平成２０年度末）
下水道普及率 ： ９０．９％（平成２０年度末）

3

住宅地からの雨水流出を抑制する

高崎川周辺の市街地で、度々、浸水被害が発生
ゲリラ的な集中豪雨の多発による市街地浸水被害

内水を排除するためのポンプ場整備を実施

雨水貯留浸透施設の普及するため、

補助金交付制度を平成１５年１０月１日に施行

佐倉市

住宅地からの雨水流出抑制を推進する

4

補助金交付制度の概要

佐倉市

■ 貯留施設(貯留量２００リットル以上、１基のみ）
貯留量１リットル当たり１００円／㍑
又は設置諸費用の１／２
限度額：５万円 （浄化槽転用の場合は１０万円）

■ 浸透施設（内径２５ｃｍ・ます高５０ｃｍ以上、４基まで）
内径１㎝・１基当たり７００円／㎝ 又は工事費
限度額：１０万円

雨水貯留施設 雨水浸透施設

ます径 25ｃｍ以上
ます高（ｂ） 50ｃｍ以上

200 ℓ以上

5

雨水貯留・浸透施設の設置状況

佐倉市

補助金を活用した雨水貯留・浸透施設の設置状況

Ｈ．１５ Ｈ．１６ Ｈ．１７ Ｈ．１８ Ｈ．１９ Ｈ．２０ 計

雨水浸透桝 0 20 17 6 8 6 57

申請件数（件） 0 10 6 2 2 2 22

雨水貯留施設 0 0 4 2 8 17 31

傾向としては、
雨水浸透桝 ⇒ 減少傾向にある（ 設置者にメリットがない）

雨水貯留施設 ⇒ 増加傾向にある（ 設置者にメリットがある）

6

雨水浸透桝を普及するためには・・・

佐倉市

「補助金を交付する」 ・・・・・受け身的なやり方

積極的な取組みへの転換

① 条例化などにより、雨水浸透桝の設置を
市民の責務として位置づけていく。

② 行政が小流域ごとに、
ひとつの事業として取り組んでいく。
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1

市町村みためし

富 里 市

経済環境部環境課

行動名「高度処理型合併浄化槽の導入」

2

富里市の基礎情報（位置、地勢）

富里市

○千葉県の北総台地のほぼ中央にあり、東京都心から東に50～60km 圏、
成田空港からは西に約４㎞に位置します。

○面積は53.91㎢です。
○人口 ５１，５７６人（平成２１年１１月末現在）
○高崎川、根木名川の源をなし、肥沃な農地や自然環境に恵まれています。

1.位置（市役所の位置）
富里市七栄652 番地１
東経 140度20分46秒
北緯 35度43分24秒

2.広さ 東西 約10km
南北 約11km

3.周囲 約 50km
4.標高 最高 約44ｍ

最低 約8ｍ

3

富里市の基礎情報（土地利用）

富里市

4

汚水処理形態別人口 （平成21年3月31日現在）

富里市

処理計画人口：５１，５８０人

下水道人口 ２３，３１０人 45.2％

合併浄化槽人口 ２０，５３２人 39.8％

単独浄化槽人口 １，４０７人 2.7％

汲取り処理人口 ６，３３１人 12.3％

5

取り組みについて

印旛沼の汚濁負荷の低減

⇒ 市内公共水域の水質汚濁防止

水質汚濁防止のためには？

⇒ 生活雑排水の浄化を図る

生活雑排水の浄化のためには？

⇒ 高度処理型小型合併浄化槽の設置を促進

富里市

6

補助実績

直近３カ年の補助実績は次のとおりです。

富里市

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度

５人槽 ７人槽 ５人槽 ７人槽 ５人槽 ７人槽

新 設
積算 ７基 ２基 ７基 ２基 １０基 ５基

実績 ７基 ２基 １１基 １基 ６基 ３基

単 独 転 換
積算 － － ３基 １基 ３基 ２基

実績 １基 － ５基 ３基 １７基 ４基

汲取り転換
積算 － － ３基 １基 ３基 ２基

実績 １基 － ３基 － ５基 －

※上記積算基数は高度処理型のみ。通常型の転換補助もあり。
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7

課題と今後について

浄化槽設置による生活排水浄化の一層効果的な推進を
図るため、次年度以降も平成２１年度と同額程度の予算
の確保に努めてまいります。

今後も、市広報紙やホームページ等を活用し補助金制度
の周知に努め、高度処理型合併浄化槽の設置を促進して
まいります。

富里市
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1

市町村みためし

栄 町

平成２１年１２月２１日（月）発表者 環境課 氏名 鈴 木 衛
平成２２年 １月 ７日（木）発表者 環境課 氏名 亀 田 浩

「水辺のクリーン作戦」

2

栄町の基礎情報

行政人口：２３，５１２人、印旛沼流域内人口 １１，８７１人（４８．１７％）
行政面積：３２．４６Ｋ㎡、印旛沼流域面積 １５Ｋ㎡（４６．２１％）

栄町
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3

平成２１年度のみためし行動の結果
「水辺のクリーン作戦」

栄町

「取り組み内容について」

栄町は、利根川、長門川、印旛沼に囲まれ古くから
これらの水を利用することで生計を維持してきました。

現在も水道水は長門川から採水しているため、水
質の浄化は町にとって大きな課題となっています。

そこで、印旛沼の浄化を促進するため、栄町ライオ
ンズクラブが「水辺のクリーン作戦」と称し、関係団
体・行政とともに平成１１年より長門川酒直排水機場
周辺等の河川清掃を実施しました。

３２０ｋｇ９０人２１

１７０ｋｇ８５人２０

１６０ｋｇ８０人１９

ゴミ量参加人数年 度

4

清掃箇所

長門川 印旛沼

利根川
栄町全体図

 

清掃箇所詳細図

酒直排水機場

長門川

白山排水機場

5

平成２１年度のみためし行動の反省点

平成２１年度みためし行動での反省点や問題点、課題

• 清掃範囲についての検討

• 参加者の募集方法

平成２２年度に向けて、改良すべき点、考えた点

• 清掃範囲について拡大を図りたい。

• 参加者は関係団体等だけではなく、町広報誌等に

掲載し幅広く参加募集し、参加者の拡充を図る。

栄町
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印旛沼わいわい会議
in しすい

総参加者：１９３名

会 場：プリミエール酒々井
日時：平成２１年１０月１７日（土）

2

H19
ちば

印旛沼わいわい会議開催流域

H18
ふなばし

H18
なりた

H17
やちまた

H21
酒々井町

新川

高崎川

北印旛沼

桑納川

神崎川

西印旛沼

東京湾

鹿島川

H17
やちよ H16

さくら

H20
いんざい

3

会議の目的

①印旛沼の水環境をよりよくするために、

みんな※でわいわい話し合おう。

※ みんな＝流域の市民や行政ほか全ての主体

②印旛沼再生のための行動のきっかけづくり
の場としよう。

4

テーマの選定

①酒々井町の住民への広報が重要である。

②「酒々井町」自体や特性を盛り込んだ表現をしたい。

③インパクトのあるテーマにしたい。

《全体テーマ》

おいしい水の町、
酒々井で描く印旛沼未来予想図

5

《全体テーマ》

おいしい水の町、
酒々井で描く印旛沼未来予想図

《分科会のテーマ》

第１分科会：「暮らしの排水」

第２分科会：「環境にやさしい農業」

第３分科会：「里山と水」

第４分科会：「生活の中の治水」

第５分科会： 「水に親しむ環境学習」
6

☆無洗米の試食⇒思ったより美味しかった。

☆米のとぎ汁を流さない⇒庭にまく。

☆油は流さない、くず取りネットの使用など水に

関しての意識は高い。

「暮らしの排水」第１分科会 まとめ

①一般の人に伝えることが大切！

②まずは隣り近所への呼び掛けを行う！

（身近な所から広げることが大切）

参加者への「暮らしの排水アンケート」を行った。

無洗米の試食を行った。

13



7

「環境にやさしい農業」第２分科会 まとめ

①生産者のみならず、流通、消費との連携した

地域ぐるみの対策が必要

②行政、消費者等の「できること」を再確認

③環境保全農業の難しさを消費者に理解してもらいたい

④議論の継続性を確保するため、懇談会を開催しては？

⑤昔の農業技術の見直し

⑥食育推進のため、教育との連携を深める

（カリキュラムへの位置付け）

⑦地域財産としての農地の存在価値の見直し

8

「里山と水」第３分科会 まとめ

☆クツワムシの研究
ヒートアイランドと緑地の分断化

☆湧水復活!!市民と行政のチャレンジ
～加賀清水湧水復活の取り組み～

☆酒々井の谷津保全と課題について

①子供から大人まで一緒になって遊べる。

②小さいうちに自然体験していることで

人間的に成長できる。

③【涙の一滴】里山の整備が水を浄化し、

印旛沼に流している。

9

①浸透ます等を家庭で行える小さな取り組みを流域全体

に大きく広げることは重要である。

②川上に浸透ますという小さなダムを作り、川下を守る。

③治水対策は住民と行政が一体となって進め、お互いを

よく知ることが大事である。

「生活の中の治水」第４分科会 まとめ

印旛沼流域が災害のない安心・安全な流
域となることで、印旛沼と住民が仲良く
暮らせる未来予想図を描いて行く。

10

①市民活動 できることから始めよう

行政は後からついてくる！

②仲間づくりと後継者の育成

③水に親しむ環境づくりと意識づくり

④印旛沼の保全には湧水保全！

それには里山の保全が重要！

⑤湧水と川を活用した環境教育をしよう

「水に親しむ環境学習」第５分科会 まとめ

11

印旛沼水循環健全化委員より講評

☆今までの「わいわい会議」は、健全化委員が入り、
指導・相談をしてきたが、今回は市民により作られた
「わいわい会議」になった。

☆今までは「総論づくり」今回は「各論づくり」となった。

☆仲間に発信し、共に行動して欲しい。

☆どの分科会も熱気に溢れ、熱意のこもった話し合いが
行われていて、とても感銘を受けた。

12

印旛沼水循環健全化委員長より総評

☆河川・農業（県・国・市町村など）一堂に会して
話し合えたことが、とても貴重である。

☆このような場を継続すること必要。
これからどうしていくかも大切。

☆水循環健全化だけでなく、農業の再生などを含め、
水を中心として印旛沼から発信することが大切である。
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終わり
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1

印旛沼ヨシ原の順応的管理に関する検討会

平成22年1月7日
千葉県北千葉道路建設事務所

北須賀工区Ａ地区で観察され
たオオヨシキリの卵（８月）

北須賀Ｃ地区に生長するヨシは
高さ３ｍに達している（８月）

大竹工区池３に出現したオオササエビモ

（千葉県レッドデータブック絶滅生物に記載されている）

北須賀工区Ａ、Ｂ地区

Ａ地区

Ｂ地区

2

北須賀工区

ヨシ原造成全体図

成田新高速鉄道
北千葉道路

北須賀工区　全体平面図

A地区
C地区

標準横断図

L=約600ｍ

L=約80ｍ

L=約750ｍ

L=約30ｍ

大竹地区

大竹工区　全体平面図

B地区
D地区

L=約290ｍ

L=約40ｍ

断面1

断面2標準横断図

3 4

印旛沼ヨシ原の順応的管理に
関する検討会の委員

堀田 和弘

印旛沼流域水循環健全化会議委員（増田学園常務理事）

白鳥 孝治

印旛沼専門家（NPO法人水環境研究所理事）

大場 達之

千葉県立中央博物館 元副館長 【植物】

永田 尚志

新潟大学 超域研究機構 准教授 【鳥類】

5

印旛沼ヨシ原の順応的管理に
関する検討会の開催状況

• 第１回 平成１９年１１月１３日
• 第２回 平成２０年 ２月 ７日
• 第３回 平成２０年 ６月２２日
• 第４回 平成２０年 ８月２６日
• 第５回 平成２０年１２月 １日
• 第６回 平成２１年 ２月１６日
• 第７回 平成２１年 ６月２３日
• 第８回 平成２１年１１月１６日

第７回 検討会開催状況

第８回 検討会開催状況
第７回 検討会開催時の現地
視察風景（北須賀Ｄ地区）

6

大場委員による現地視察状況 Ｈ２１．９．１７

北須賀Ａ地区のヨシは
２ｍ以上に生長

北須賀Ｂ地区に設置された
池の観察

大竹工区池３周辺
大竹工区３工区クリーク周辺
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7

北須賀工区 標準横断図

盛土

Ｙ.P2.3～2.5mの

計画高さまで盛土

約80m

北須賀工区 全体平面図

A地区
C地区

B地区

D地区

8

根茎移植

新条移植

9

北須賀工区航空写真

A地区

北須賀工区全体景観（A～Ｃ地区）（平成20年11月11日撮影）

B地区

C地区

A地区

B地区

北須賀工区全体景観（A～B地区）（平成21年7月27日撮影）

北須賀工区 全体平面図

A地区
C地区

B地区
D地区

北須賀工区Ａ～Ｂ地区

10

C地区

Ｄ地区

北須賀工区全体景観（Ｃ～D地区）（平成21年7月27日撮影）

C地区

Ｄ地区

北須賀工区全体景観（Ｃ～D地区）（平成20年11月11日撮影）

北須賀工区 全体平面図

A地区
C地区

B地区
D地区

北須賀工区Ｃ～Ｄ地区

11

は撮影方向

2009年8月30日 2009年10月27日2009年4月23日

北須賀工区Ａ地区の状況

新条株植栽直後
新条株の成長は

順調に進んでいる

12

は撮影方向

2009年4月23日 2009年8月30日 2009年10月27日

北須賀工区Ｂ地区の状況

新条株植栽直後 順調に生育中
植栽した新条株には穂を
形成したものも見られる
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13

は 撮影
方向

2009年4月23日 2009年8月30日 2009年10月27日

北須賀工区Ｃ地区の状況

新条株植栽直後
新条株周辺のヨシも
大きく生長している

14

は 撮 影
方向

2009年4月23日 2009年8月30日 2009年10月27日

北須賀工区Ｄ地区の状況

新条株植栽直後
順調に生育中の

新条株
水際に近いほどヨシの

生長は良好

15

6月4日

7月7日

8月21日

パノラマ写真による植被率の変化把握 （北須賀工区 Ｄ地区）

Ｄ地区中心部にて３６０度方向を撮影。中央部はマコモ群落である。時間の経過とともに植栽したヨシの
新条株は順調に生育している。

16

北須賀工区Ａ地区のヨシ生育状況

（２００８年に植栽したＡ地区の根茎株の生長曲線）

北須賀工区自然株(A地区)

0

40

80

120

160

200

240

280

320

６月 ７月 ８月 ９月

観測月

茎
長

(c
m
)

562

563

564

565

566

567

568

569

570

571

根茎株（Ａ地区）

Ａ地区 ９月２７日撮影
３ｍ近くまで生長した

17

北須賀工区自然株(C地区)

0

40

80

120

160

200

240

280

320

６月 ７月 ８月 ９月

観測月

茎
長
(c
m
)

441 442

443 444

445 446

447 448

449 450

451 452

453 454

455 456

457 458

459 460

831 832

833 834

835 836

837 838

839 940

根茎株（Ｃ地区）

北須賀工区Ｃ地区のヨシ生育状況
（２００８年に植栽した根茎株の生長変化）

Ｃ地区 ９月２７日撮影
Ａ地区同様、３ｍ近くまで生長

18

北須賀　B地区

0

40

80

120

160

200

240

0 20 40 60 80 100 120

６月茎長(cm)

茎
長

(c
m
) ７月

８月

９月

生長曲線(7月)

生長曲線(8月)

生長曲線(9月)

図 2009年に植栽したＢ地区の新条株の生長曲線

９月には160ｃｍ近くまで生長した。

北須賀工区Ｂ地区のヨシ生育状況
（２００９年に植栽したＢ地区の新条株の生長曲線）

Ｂ地区 ９月２７日撮影
水際に近いほど、
ヨシの生長は良好である
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19

図 2009年に植栽したＤ地区の
新条株の生長曲線

Ｂ地区より生長が良い傾向が見られる

北須賀　D地区

0

40

80

120

160

200

240

0 20 40 60 80 100 120

６月茎長(cm)

茎
長

(c
m
) ７月

８月

９月

生長曲線(7月)

生長曲線(8月)

生長曲線(9月)

北須賀工区Ｄ地区のヨシ生育状況

（２００９年に植栽したＤ地区の新条株の生長曲線）

Ｄ地区 ９月２７日撮影

20

各区域における地盤高との関係(7月)
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2.7
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地
盤

高
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)

最大茎長

平均茎長

地盤高

植栽地点の地盤高と植栽した新条株の茎長関係図 （Ｂ地区）
地盤高2.4m～2.5mで

ヨシの生育良好

Ｂ地区

21

2008年10月

2009年10月

植生図から見た北須賀工区Ａ地区の変化

ヨシとマコモ群落が発達しつつ
ある。マコモの生長が旺盛で、植
栽したヨシの上をマコモが被う状
況も確認されている。
堤防側の一部は水田雑草群落
からオギ群落独占型へ変化。

22

2008年10月

2009年10月

植生図から見た北須賀工区Ｂ地区の変化

比高が低い部分を中心にヨシが
順調に生育。
比高が高い部分の一部はオギ
群落が独占しつつあり、経過観
察が必要である。
堤防側のヒメガマは分布を拡大
している。

23

2008年10月

2009年10月

植生図から見た北須賀工区Ｃ地区の変化

Ａ地区同様ヨシとマコモが発達。
ウキヤガラやヒメガマ群落はヨシ
群落に変わりつつある。

24

2008年10月

2009年10月

植生図から見た北須賀工区Ｄ地区の変化

比高が低いほど
ヨシの成長は良好。

隣接する、やや比高
が高い場所にセイタ
カアワダチソウが生
育。要観察。
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25

19

大竹工区

かつての沼底まで
掘り下げ埋土種子
の発芽を促す

平面図

26

セイタカアワダチソウ群落が優占

大竹工区施工前の状況（平成20年9月撮影）

1工区

2工区 3工区 4工区

1池
2池

3池

大竹工区 状況変化（航空写真）

大竹工区施工中の状況（平成20年11月撮影）

雑草の除去と盤下げ

27

1工区

2工区 3工区 4工区

1池
2池

3池

大竹工区全体景観（平成21年7月27日撮影）

大竹工区状況（航空写真）

大竹工区全体景観（平成21年7月27日撮影）

施工完了４ヶ月後
の全景

植栽した新条株は
順調に生育中

28

2009年8月30日 2009年10月27日2009年4月14日

大竹工区 堤外地（１工区）

大竹工区の状況変化

は撮影方向

1工区

３工区
４工区2工区

1池

3池

2池

完成直後

完成後５ヶ月
新条株の生高と

沖合ヨシ帯の拡大 完成後７ヶ月

29

2009年8月30日 2009年10月27日2009年4月22日

大竹工区 堤内地（２工区）

は撮影方向

1工区

３工区
４工区2工区

1池

3池

2池

大竹工区の状況変化

完成直後
低地部に植栽した

新条株は順調に生育
降雨後には

低地部に水が滞水

30

2009年8月30日 2009年10月27日2009年4月22日

大竹工区 堤内地（3工区）

は撮影方向

1工区

3工区 4工区2工区

1池

3池

2池

大竹工区の状況変化

水路完成直後
水際ほどヨシの

生育は良好
穂を形成した

新条株
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2009年8月30日 2009年10月27日2009年4月22日

大竹工区堤内地（４工区）

は撮影方向

1工区

3工区 4工区2工区

1池

3池

2池

大竹工区の状況変化

池３に造成した
稀少鳥類の為の島

ヨシは１ｍ近くに
生長

池の周囲に植栽した
ヨシも順調に生育

32

6月9日

7月1日

8月20日

パノラマ写真による植被率の変化（大竹工区 ）

大竹工区堤内地中心部にて３６０度方向を撮影。中央は地区内に設置されている水路である。

水路際ほどヨシの生長は良好。

33

大竹　４工区

0

20

40

60

80

100

120

140

160

0 30 60 90 120 150

６月茎長(cm)

茎
長

(c
m
) ７月

８月

９月

生長曲線(7月)

生長曲線(8月)
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大竹工区４工区のヨシ生育状況

９月２７日撮影

120ｃｍ程度まで生長

34

池に出現した貴重な沈水植物の状況

池３の中には７ｍ×１５ｍの範囲で
深場を造成し、かつての印旛沼の
沼底を池底に露出させた。造成の
経過で発生した土は、池の周囲に
播き出した。

結果、土の中のシードバンクから
貴重な沈水植物が発芽し、生長し
た。

35

ヒロハノエビモ

オオササエビモ

ササバモ

トリゲモ

シードバンクから発芽した貴重な沈水植物
36

中央博物館にある系統維持水槽に移設したオオササエビモ

2009年12月11日、大竹工区池３に出現したオオササエビモの

一部を中央博物館の系統維持水槽に移設した。
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2009/05/09 読売新聞

38

課題と今後の対応
１ 北須賀工区

造成したヨシ原に水生生物が安定的に生息できるように、池や水路
を設置し、湿地性鳥類の餌場の確保を図る。

既存池

改修池

素堀水路の設置計画線

深堀水路の設置計画線

1,000mm

800mm

丸太　φ150mm　L=1500mm

吸出防止材　ｔ=10mm　W=1,000mm

1,500mm1000mm

（3,000　4,000　9,000）

※（　）は池の代表幅員

深掘水路・池断面図

水路を設置
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課題と今後の対応
２ 大竹工区

①追加植栽の実施

池の斜面や２工区や４工区の一部に植栽していない箇所があるので、ヨシの追加植栽
を実施する。

②セイタカワダチソウ、ヤナギの除去

今後も継続的に維持管理し、セイタカワダチソウやヤナギを除去する。

追加
植栽箇所

セイタカアワダチソウ

ヤナギ類が多く生育

除去したセイタカワダチソウ
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子ども会議

41

北千葉道路の建設に係る順応的管理のしくみ
動植物生息環境の再生に向けて

《北印旛沼周辺》
北印旛沼における
ヨシ原の造成

（環境影響評価による代償措置）

・湿地性鳥類などの生息環境の創出。

・学識経験者、専門家などによる『印旛沼
ヨシ原の順応的管理に関する検討会』
において検討。

《道路沿線周辺》
低地排水路、調整池などの活用

・子どもたちと環境を考える
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ （子ども会議）を開催。

・子どもたちからのさまざまな意見、提案を
基に動植物生息環境の再生を検討。

北千葉道路の建設

保全措置

環境負荷 低減（動植物生息環境の再生）

子ども会議
・NPO、小学生、中学生、高校生と連携。
・北千葉道路に係わる研究活動の場を提供。

北千葉道路のPR・理解

ビオトープ
etc

アドバイス

子どもからの質問

42

子ども会議開催 子ども会議意見の集約

・子どもたちの北千葉道路への期待
①環境整備

例）調整池のビオトープ化、
印旛沼のヨシ原再生 など

②利用（遊び）
例）サイクリングロード、

水辺での遊び など

Ｐ
Ｒ
活
動
・
広
報
誌
作
成
な
ど

北千葉道路 子ども会議 スケジュール（案）

平
成
２
０
年
度

平
成
２
１
年
度
以
降

計画実施工事の見学

計画完成後の観察

期待に対する計画の決定

計画の具体化の検討

子どもたち 事 業 者

○ボーイスカウトとの
連携

○いには野小との連携
・工事現場の見学
・湧水の見学
・ヨシ植え体験
・ワークショップ
計７回の活動

工事の実施

会議の
継続

年度毎に
取りまとめ
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２１年度 第１回子ども会議

開催日：平成２１年７月１６日（木）

参加者：小学６年生 ９７人

見学箇所：ビオトープ予定箇所

内 容：現場見学、観察、スケッチ

北千葉道路 子ども会議 開催状況
～いには野小学校との連携～

44

ビオトープ予定箇所

45 46

こんな
ビオトープに
したいな・・

よろしくお願
いしま～す！

47

あそこに何か
いるよ！

どんな生き物が
すんでるのかな？

48

カマキリ
つかまえた！

まずは池を
ぐるっと一周！
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第２回 子ども会議実施状況

開催日：平成２１年１０月２８日（水）

平成２１年１１月 ９日（月）

参加者：いには野小 ４年生 ９９人

見学箇所：

①北千葉道路工事現場見学

②水草実験池見学

③屋形船による印旛沼見学

50

水草実験池の見学 この船乗った
ことある？

この機械
大きいね！

北千葉道路工事現場の見学

屋形船による印旛沼の見学

ワークショップ

50

51

水草実験池の見学

北千葉道路工事現場の見学

屋形船による印旛沼の見学

ワークショップ北千葉道路って
知ってるかな？

印旛沼見学
へ出発！

51
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